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Ⅰ 介護事業所及び介護従事者に関するアンケート調査について 

 

１ 目的 

第１０期山陽小野田市高齢者福祉計画の策定に当たり、市内における介護保険事業

の実態を正しく把握するため、介護事業所及び介護従事者を対象にアンケート調査を

実施しました。 

 

２ 調査基準日 

令和８年７月１日 

 

３ 調査対象者 

・介護事業所アンケート 市内１３６事業所 

・介護従事者アンケート 市内介護事業所の従事者 

（調査対象の従事者） 

管理者（施設長）、サービス提供責任者、介護職員、訪問介護員、看護職員（保

健師、准看護師を含む）、生活相談員、支援相談員、機能訓練指導員、理学療法

士、作業療法士、言語聴覚士、介護支援専門員 

 

４ 調査期間 

令和８年７月１日（水）から令和８年７月１７日（金）まで 

 

５ 調査方法 

郵送依頼・オンライン回答 

 

６ 回答結果 

介護事業所アンケート  ３６事業所（回答率 26.5％） 

※法人による一括回答があるため、実回答は２９件 

介護従事者アンケート  ３３８人 

 

７ 留意事項 

・集計した回答割合は、複数回答や小数点以下の端数処理により合計が 100％になら

ないことがあります。 

・「SA」は単数回答、「MA」は複数回答を示します。 

 

 

 

  



 

Ⅱ 介護事業所アンケート 集計結果 

問１ 指定を受けている介護サービスを選択してください。(MA) 

 〇「通所介護（10.3%）」の割合が最も高く、次いで、「訪問介護」と「居宅介護支

援」が 3.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 介護人材の確保についてお伺いします。貴事業所の介護従事者の充足状況を選択

してください。(SA) 

 〇「適当（58.6%）」の割合が最も高く、次いで、「やや不足（37.9%）」、「不足

（3.4%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

問３ 介護人材が不足していると回答された事業所にお伺いします。人材不足が顕著と

考えているサービスを選択してください。(MA・３つまで) 

 〇「通所介護（58.3%）」の割合が最も高く、次いで、「訪問介護」と「訪問看護」

が 25.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問４ 介護人材が不足していると回答された事業所にお伺いします。不足していると考

えている資格を選択してください。(MA・３つまで) 

 〇「介護福祉士（83.3%）」の割合が最も高く、次いで、「看護師（準看護師）」と

「実務者研修終了」と「介護職員初任者研修終了（旧ヘルパー２級）」が 25.0%と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 職員の募集で実施している方法・媒体を選択してください。(MA) 

 〇「ハローワーク（36.5%）」の割合が最も高く、次いで、「職員の知人・友人等の

紹介（22.2%）」、「ホームページの充実（11.1%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問６ 職員の募集で実施している工夫を選択してください。(MA) 

 〇「職員や知人と連絡を密にとり、人材についての情報の提供を受けている

（25.4%）」の割合が最も高く、次いで、「特にない（14.3%）」、「求人に際し、

仕事そのものの魅力や労働条件を掲載する等求人内容を工夫している（11.1%）」

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問７ 介護人材の確保に向けた自治体の取組として、効果的と考えられるものを選択し

てください。(MA・３つまで) 

 〇「若い世代に向けた介護業界のイメージアップ」と「資格取得に関する助成」の割

合が 21.9%と最も高く、次いで、「子育て世代が働きやすい環境の整備への支援

（15.1%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問８ 職員の定着・退職防止のために、貴事業所で実施している取組を選択してくださ

い。(MA) 

 〇「賃金や労働時間等の労働条件の改善」と「労働時間（時間帯・総労働時間）を配

慮する」の割合が 11.0%と最も高く、次いで、「悩み・不満・不安など相談しやす

い環境を整える（10.4%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問９ 職員の定着・退職防止のために、実施している取組で効果的だったものを選択し

てください。(MA・３つまで) 

 〇「職場内の仕事上のコミュニケーションの円滑化（17.3%）」の割合が最も高く、

次いで、「賃金や労働時間等の労働条件の改善（16.0%）」、「悩み・不満・不安

など相談しやすい環境を整える（13.3%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 貴事業所の外国人人材の雇用状況を選択してください。(SA) 

 〇「雇用したことがない（96.6%）」、「現在雇用している（3.4%）」となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問１１ 外国人人材を雇用していないと回答された事業所にお伺いします。貴事業所の

外国人人材の雇用予定を選択してください。(SA) 

 〇「予定はない（96.4%）」、「雇用を予定（検討）している（3.6%）」となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 外国人人材の受入に際して課題となっていることを教えてください。 

（回答概要） 

・人材育成のためにスタッフを割くことが出来ない 

・費用が高額 

・文化の相違や、利用者の立場において適切とは思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問１３ 事業所運営で抱えている課題を選択してください。(MA・５つまで) 

 〇「書類作成が煩雑で、時間に追われている（17.9%）」の割合が最も高く、次いで、

「介護従事者が高齢化している（14.3%）」、「職員採用への応募が少ない

（11.9%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４ 事業所の運営やサービス向上のために、市に望む情報や支援があれば入力して

ください。 

（回答概要） 

・助成金申請や実績報告、各種書類作成などの事務負担が大きく、現場業務を圧迫し

ているため、手続きの簡素化や申請支援 

・措置費の見直しと養護対象者を早期に把握し、支援につなげる仕組みづくり 

・賃金改善 

・小規模事業所の経営が厳しいため、経営面での支援 



 

・1 人ケアマネが孤立しやすいことから、情報交換や相談、交流ができる場の設定や

立ち上げに向けた行政からの働きかけ 

 

 

  



 

Ⅲ 介護従事者アンケート 集計結果 

 

問１ 性別を選択してください。(SA) 

 〇「女性（84.6%）」、「男性（14.5%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢を選択してください。(SA) 

 〇「50 代（35.2%）」の割合が最も高く、次いで、「40 代（22.5%）」、「60 代

（19.5%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問３ 勤務されている介護サービスを選択してください。(SA) 

※兼務されている場合は、主たる介護サービスを選択してください。 

 〇「通所介護（26.0%）」が最も高く、次いで、「認知症対応型共同生活介護

（16.6%）」、「介護老人福祉施設（12.7%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問４ 保有資格を選択してください。(MA) 

 〇「介護福祉士（38.2%）」が最も高く、次いで、「介護職員初任者研修終了（旧ヘ

ルパー２級）（17.1%）」、「看護師（准看護師）（14.6%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 従事している職務を選択してください。(SA) 

 〇「介護職員（51.8%）」が最も高く、次いで、「看護職員（15.4%）」、「管理者・

サービス提供責任者（10.4%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問６ 介護、福祉関係の仕事に従事した経験年数を選択してください。(SA) 

 〇「10 年以上（71.3%）」が最も高く、次いで、「4～6 年以内（10.1%）」、「7～9

年以内（9.5%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 現在の職場の勤務年数を選択してください。(SA) 

 〇「10 年以上（36.7%）」が最も高く、次いで、「1～3 年以内（20.7%）」、「4～6

年以内（17.2%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 雇用形態を選択してください。(SA) 

 〇「正規職員・正規社員（71.0%）」、「非正規職員（29.0%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問９ 勤務形態を選択してください。(SA) 

 〇「常勤（76.9%）」、「非常勤（23.1%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 今の職場への就職のきっかけ、求人情報を選択してください。(MA) 

 〇「職員の知人・友人等の紹介（42.1%）」が最も高く、次いで、「ハローワーク

（28.5%）」、「新聞折り込みチラシ・タウン誌・フリーペーパー」と「その他」

が 6.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問１１ あなたが現在の勤務先を選んだ理由を選択してください。(MA・３つまで) 

 〇「生活を維持するため（21.2%）」が最も高く、次いで、「資格・技能を生かすた

め（16.8%）」、「福祉の仕事に興味・関心があったため（15.5%）」となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 満足度について当てはまるものを選択してください。(SA) 

 〇多くの項目で「まあまあ満足している」が最も高く、次いで、「あまり満足してい

ない」となっています。また、「賃金」、「労働時間・休日等の労働条件」、「人

事評価・処遇のあり方」、「福利厚生」の項目では満足度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても満足して

いる

まあまあ満足し

ている

あまり満足して

いない

まったく満足し

ていない

仕事の内容・やりがい（n=338） 15.7% 60.1% 18.0% 6.2%

賃金（n=338） 5.9% 37.9% 35.8% 20.4%

労働時間・休日等の労働条件
（n=338）

15.4% 48.8% 24.0% 11.8%

勤務体制（n=338） 11.5% 49.7% 29.9% 8.9%

人事評価・処遇のあり方（n=338） 8.3% 43.2% 31.7% 16.9%

職場の環境（n=338） 14.5% 53.6% 23.7% 8.3%

職場の人間関係・コミュニケーショ

ン（n=338）
20.7% 55.0% 19.5% 4.7%

雇用の安定性（n=338） 9.8% 56.5% 25.1% 8.6%

福利厚生（n=338） 10.1% 39.6% 33.7% 16.6%

研修・能力開発のあり方（n=338） 8.6% 51.8% 29.9% 9.8%



 

問１３ 現在の事業所に就業していてやりがい（働きがい）を感じることを選択してく

ださい。(MA・３つまで) 

 〇「持っている資格を生かせること（19.2%）」が最も高く、次いで、「利用者や家

族から感謝されること（16.7%）」、「経験・勤続年数を生かした働き方ができる

こと（13.2%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問１４ 現在の事業所に就業していて課題や悩み（不安）を感じることを選択してくだ

さい。(MA・３つまで) 

 〇「仕事内容のわりに賃金が低い（23.1%）」が最も高く、次いで、「精神的負担が

大きい（11.7%）」、「身体的負担が大きい（体力に不安がある）（9.2%）」とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問１５ 職場の人間関係で悩んだとき、相談する人を選択してください。(MA・３つま

で) 

 〇「先輩・同僚（31.5%）」が最も高く、次いで、「管理者・責任者（22.1%）」、

「家族（21.6%）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問１６ 介護の業界で離職される人が多いと思う主な原因を選択してください。(MA) 

 〇「仕事内容のわりに賃金が低い（19.3%）」が最も高く、次いで、「身体的負担が

大きい（体力に不安がある）（12.3%）」、「精神的負担が大きい（11.2%）」とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問１７ あなたが山陽小野田市で働き続けるために市に求めることを選択してください。

(MA・３つまで) 

 〇「職場環境改善のための支援（23.2%）」が最も高く、次いで、「人材確保のため

の施策の推進（21.3%）」、「資格取得時の費用負担支援（11.9%）」となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


































